
観光立国
基本計画

外
客
数
な
ど
に
目
標
案

今
年
度
末
に
改
定
へ

国
際
会
議
誘
致
・
開
催
で

貢
献
７
件
を
表
彰
ＪＮＴＯ

観光産業

「
予
想
上
回
る
回
復
」

Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
　

震
災
影
響
で
リ
ポ
ー
ト

Ａ
カ
ー
ド
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム

友
達
紹
介
で
ポ
イ
ン
ト

解

説

おもてなしの英会話求
～～初めてのお客さま～～

宿　It's a pleasure to meet you．

　　初めまして（お会いできて光栄です）。

English OK側（http:/ / www.englishok.co.jp）

　初めて会った時は「Nice to m eet you」を用いますが、

フォーマルな紹介の際にはこちらの表現を用います。

（１７） 第２６３９号第３種郵便物認可２０１２年（平成２４年）１月５日（木曜日）

　
政
府
は
欷
観
光
立
国
推
進
基
本
法
が
策
定
を
義
務

付
け
て
い
る
総
合
的
な
観
光
施
策
の
計
画
欹
観
光
立

国
推
進
基
本
計
画
飮
を
今
年
度
末
に
改
定
す
る
盜
改

定
作
業
を
進
め
る
観
光
庁
は
欷
有
識
者
で
構
成
す
る

諮
問
機
関
の
会
合
で
欷
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

主
要
な
数
値
目
標
の
案
を
提
示
し
た
盜
２
０
１
６
年

を
期
限
と
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
目
標
に

は
欷
１
５
０
０
万
人
と
す
る
案
と
２
千
万
人
と
す
る

２
つ
の
案
を
提
示
盜
同
じ
く
炯
年
を
期
限
と
す
る
日

本
人
の
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
の
数
値
目
標
に
も
３
つ

の
案
を
示
し
欷
議
論
を
促
し
て
い
る
盜

端
末
ア
プ
リ
の

無
料
提
供
開
始

エ
ク
ス
ペ
デ
檪
ア

　
エ
ク
ス
ペ
デ
檪
ア
の
日
本

語
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
エ
ク

ス
ペ
デ
檪
ア
ジ
櫺
パ
ン
は
こ

の
ほ
ど
欷
国
内
欷
海
外
の
ホ

テ
ル
予
約
が
で
き
る
タ
ブ
レ

蘖
ト
端
末
ア
プ
リ
欹
エ
ク
ス

ペ
デ
檪
ア
ホ
テ
ル
予
約
飮
の

無
料
提
供
を
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
と
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
で
始
め
た
盜
国

内
欷
海
外
３
万
都
市
欷
炙
万

５
千
軒
以
上
の
ホ
テ
ル
の
即

時
予
約
が
で
き
る
盜
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
活
用
し
欷
現
在
地
近
隣
ホ

テ
ル
の
空
室
検
索
や
欷
ホ
テ

ル
ま
で
の
道
の
り
検
索
が
可

能
盜

災
害
・
防
災
の

手
引
き
を
作
成

Ｃ
Ｐ
Ａ

　
２
０
１
２
年
に
一
般
社
団

法
人
化
を
目
指
す
日
本
コ
ン

ベ
ン
シ
欖
ン
事
業
協
会
歉
Ｃ

Ｐ
Ａ
欷
分
部
日
出
男
会
長
歐

は
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え

欹
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
の
た
め

の
大
規
模
災
害
・
防
災
マ
ニ

欒
ア
ル
作
成
の
手
引
き
飮
を

作
成
し
欷
無
償
配
布
を
始
め

た
盜
欹
一
般
社
団
法
人
と
し

て
の
社
会
的
責
任
を
担
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
作

成
し
た
飮
と
い
う
盜

　
３
月
瀲
日
炙
時
熾
分
の
東

日
本
大
震
災
発
生
時
に
欷
東

北
地
方
欷
関
東
地
方
で
実
際

に
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
事
業
を

展
開
し
て
い
た
コ
ン
ベ
ン
シ

欖
ン
会
場
や
欷
各
催
事
の
実

施
運
営
事
務
局
を
担
当
し
て

い
た
同
協
会
会
員
な
ど
に

欹
そ
の
時
何
が
起
き
欷
ど
の

よ
う
な
判
断
を
下
し
た
飮
の

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
盜
既

存
の
危
機
管
理
マ
ニ
欒
ア
ル

や
各
施
設
備
え
付
け
の
防
災

マ
ニ
欒
ア
ル
で
は
対
応
不
能

な
事
象
欷
判
断
基
準
を
欷
よ

り
現
実
的
な
対
応
方
法
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
盜

　
同
マ
ニ
欒
ア
ル
は
同
協
会

の
ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ歉http://

w
w

w
.cpaj.org/

歐
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
欟
ド
で
き
る
盜

　
日
本
政
府
観
光
局
歉
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
欷
松
山
良
一
理
事
長
歐

は
灑
月
炙
日
欷
瀲
年
度
欹
国

際
会
議
誘
致
・
開
催
貢
献
賞
飮

の
受
賞
式
を
東
京
国
際
フ
櫻

欟
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
欹
第

炮
回
国
際
ミ
欟
テ
檪
ン
グ
・

エ
キ
ス
ポ
飮
の
会
場
内
で
行

檸
た
‖
写
真
盜
各
受
賞
会
議

の
主
催
者
代
表
者
が
松
山
理

事
長
か
ら
記
念
の
盾
を
受
け

取
檸
た
盜

　
同
賞
の
実
施
は
４
回
目
盜

瀾
年
度
中
に
誘
致
決
定
ま
た

は
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
の

中
か
ら
欷
２
部
門
歉
国
際
会

議
誘
致
の
部
欷
国
際
会
議
開

催
の
部
歐
欷
計
７
件
が
選
出

さ
れ
た
盜
瀾
年
の
日
本
の
国

際
会
議
開
催
件
数
は
２
１
６

１
件
で
欷
前
年
比
１
・
８
％

増
歉
燻
件
増
歐
と
過
去
最
高

を
記
録
し
た
盜

　
▽
国
際
会
議
誘
致
の
部

歉
３
件
歐
第
８
回
自
然
言
語

処
理
国
際
会
議
日
本
大
会

歉
開
催
都
市
・
金
沢
市
欷
参

加
予
定
人
数
２
０
０
人
歐
欷

第
炸
回
国
際
細
胞
学
会
議

歉
同
・
横
浜
市
欷
同
・
５
千

人
歐
欷
第
熬
回
回
錯
体
化
学

国
際
会
議
歉
同
・
仙
台
市
欷

同
１
２
０
０
人
歐
▽
国
際
会

議
開
催
の
部
歉
４
件
歐
第
９

回
国
際
計
算
機
情
報
科
学
会

歉
同
・
上
山
市
欷
参
加
人
数

・
１
９
０
人
歐
欷
第
３
回
Ｕ

Ｎ
Ｉ
世
界
大
会
歉
同
・
長
崎

市
欷
同
２
１
６
４
人
歐
欷
世

界
分
子
イ
メ
欟
ジ
ン
グ
会
議

歉
同
・
京
都
市
・
同
１
７
０

０
人
歐
欷
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
力
会
議
第
牀
回

国
際
大
会
歉
同
・
横
浜
市
欷

同
・
１
４
２
２
人
歐

　
現
在
の
基
本
計
画
は
瀾
年

を
目
標
年
次
と
す
る
５
カ
年

計
画
で
欷
今
年
度
は
す
で
に

新
し
い
基
本
計
画
が
ス
タ
欟

ト
し
て
い
る
予
定
だ
檸
た

が
欷
東
日
本
大
震
災
の
発
生

で
改
定
が
遅
れ
た
盜
改
定
作

業
は
欷
国
土
交
通
省
が
設
置

し
て
い
る
交
通
政
策
審
議
会

観
光
分
科
会
歉
分
科
会
長
‖

平
林
博
・
日
本
国
際
フ
櫻
欟

ラ
ム
副
理
事
長
歐
に
諮
り
な

が
ら
進
め
て
い
る
盜

　
新
し
い
基
本
計
画
の
対
象

期
間
は
灑
殳
炯
年
度
の
５
カ

年
と
な
る
盜
震
災
の
発
生
を

受
け
て
欷
基
本
計
画
に
掲
げ

る
基
本
方
針
に
は
欷
経
済
成

長
や
地
域
活
性
化
な
ど
に
加

え
て
欷
観
光
に
よ
る
震
災
か

ら
の
復
興
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
案
を
示
し
て
い
る
盜

　
瀲
年
灑
月
に
開
か
れ
た
観

光
分
科
会
の
第
４
回
会
合
で

は
欷
数
値
目
標
案
を
初
め
て

提
示
し
た
盜
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
の
目
標
に
は
２
つ
の

案
が
あ
る
盜
１
５
０
０
万
人

と
す
る
案
の
考
え
方
は
欷
灑

年
に
震
災
前
の
実
績
で
あ
る

８
６
１
万
人
に
回
復
さ
せ
欷

灣
年
に
１
千
万
人
を
達
成
す

る
経
過
を
織
り
込
ん
で
い

る
盜
２
千
万
人
の
案
は
欷
政

府
が
訪
日
外
国
人
３
千
万
人

を
目
指
す
ロ
欟
ド
マ
蘖
プ
の

中
で
掲
げ
た
目
標
数
値
を
変

更
せ
ず
に
適
用
し
た
案
と
な

檸
て
い
る
盜

　
日
本
人
の
国
内
観
光
旅
行

の
数
値
目
標
に
は
欷
１
人
当

た
り
の
年
間
宿
泊
数
と
し
て

３
つ
の
案
を
提
示
盜
そ
れ
ぞ

れ
の
案
は
３
・
灑
泊
欷
２
・

熨
泊
欷
２
・
灑
泊
盜
最
も
高

い
目
標
で
あ
る
３
・
灑
泊
の

案
は
欷
瀾
年
の
実
績
で
あ
る

２
・
灑
泊
か
ら
１
泊
の
増
加

を
目
指
し
た
数
値
盜
残
り
の

２
案
は
近
年
の
宿
泊
数
の
減

少
傾
向
を
重
く
受
け
止
め
て

お
り
欷
２
・
熨
泊
の
案
は
過

去
５
年
歉
瀝
殳
瀾
年
歐
の
平

均
値
と
同
じ
数
値
へ
の
回
復

を
目
指
す
案
欷
２
・
灑
泊
の

案
は
瀾
年
の
実
績
を
維
持
す

る
案
と
な
檸
て
い
る
盜

　
他
の
数
値
目
標
は
欷
国
際

会
議
の
開
催
件
数
を
炯
年
ま

で
に
５
割
以
上
増
加
さ
せ
て

ア
ジ
ア
最
大
の
開
催
国
を
目

指
す
と
い
う
案
欷
日
本
人
の

海
外
旅
行
者
数
を
炯
年
ま
で

に
２
千
万
人
と
す
る
案
の
ほ

か
欷
日
本
人
の
国
内
観
光
と

外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
満
足

度
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
に
し
た
盜
ま
た
欷
国
内

で
の
旅
行
消
費
額
の
目
標

は
欷
各
項
目
を
積
み
重
ね
た

数
値
に
な
る
こ
と
か
ら
欷
焉

兆
４
５
０
０
億
円
か
ら
煦
兆

５
９
０
０
億
円
ま
で
の
幅
を

持
た
せ
て
示
し
た
盜

　
観
光
庁
は
欷
数
値
目
標
の

案
な
ど
に
つ
い
て
観
光
業
界

や
地
方
自
治
体
の
意
見
欷
要

望
な
ど
を
受
け
付
け
て
い

る
盜
２
月
の
観
光
分
科
会
を

経
て
欷
基
本
計
画
案
を
パ
ブ

リ
蘖
ク
コ
メ
ン
ト
歉
一
般
か

ら
の
意
見
公
募
歐
に
か
け
欷

３
月
の
分
科
会
で
了
承
を
得

た
い
考
え
盜
３
月
末
に
は
閣

議
決
定
を
受
け
た
い
考
え

だ
盜

歇
向
野
悟
歃

　
森
田
実
著

　
独
立
国
日
本
の
た
め
に

　
欹
脱
ア
メ
リ
カ
飮
だ
け
が

　
日
本
を
救
う

　
　
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
欟
ズ

　
政
治
評
論
家
欷
森
田
実
氏

の
近
著
盜
日
本
が
@
真
の
独

立
国
A
と
な
る
た
め
に
欷欹
脱

ア
メ
リ
カ
飮
を
進
め
る
べ
き

と
持
論
を
述
べ
て
い
る
盜

　
著
者
は
ア
メ
リ
カ
が
戦
後

の
日
本
の
政
治
欷
行
政
欷
司

法
欷
経
済
欷
そ
し
て
国
民
の

精
神
ま
で
も
支
配
し
欷
欹
こ

の
ま
ま
で
は
欷
日
本
は
永
遠

に
従
米
国
家
の
ま
ま
で
あ

る
飮
と
危
惧
盜
欹
独
立
国
・

日
本
飮
を
実
現
す
る
た
め
に
欷

政
治
家
欷
官
僚
欷
大
マ
ス
コ

ミ
が
今
欷
何
を
す
べ
き
か
を

声
高
に
訴
え
て
い
る
盜

　
本
文
で
は
観
光
に
言
及
し

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
盜

欹
観
光
産
業
は
平
和
産
業
で

あ
る
盜
日
本
が
平
和
に
生
き

る
た
め
に
も
観
光
立
国
の
道

を
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
飮
と
欷
現
政
権
に
観
光
を

核
と
し
た
欹
格
調
高
く
欷
品

格
の
あ
る
観
光
立
国
づ
く

り
飮
を
提
言
し
て
い
る
盜

　
溝
畑
宏
著

　
溝
畑
流
・
日
本
列
島
観
光

論
　
逆
転
こ
そ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

　
現
職
の
観
光
庁
長
官
に
よ

る
欹
観
光
論
飮
だ
盜
東
日
本

大
震
災
で
観
光
業
も
未
曾
有

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
が
欷

観
光
復
興
の
た
め
ど
う
行
動

し
た
か
欷
今
後
何
を
す
べ
き

な
の
か
な
ど
を
熱
く
語
る
盜

　
官
僚
出
身
だ
が
欷
民
間
で

揉
ま
れ
た
経
験
を
生
か
し
欷

自
由
か
つ
独
創
的
な
発
想
で

観
光
行
政
を
引
檸
張
る
姿
に

様
々
な
意
見
が
あ
る
が
欷
著

書
の
中
で
欹
フ
ラ
イ
ン
グ
と

い
わ
れ
て
も
先
頭
を
走
る
飮

と
言
い
切
る
盜

　
欹
観
光
が
炮
世
紀
の
日
本

を
牽
引
す
る
飮
と
の
信
念
に

い
さ
さ
か
の
揺
る
ぎ
を
感
じ

さ
せ
な
い
氏
の
姿
勢
が
読
み

取
れ
る
本
書
欷
元
気
が
も
ら

え
る
１
冊
と
は
言
い
過
ぎ

か
盜

夜
景
き
れ
い
な
ホ
テ
ル

１
位
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
欟

ト
リ
ア
ド
発
表

　
ト
リ
蘖
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
欟

は
こ
の
ほ
ど
欷
ク
チ
コ
ミ
で

の
評
価
を
も
と
に
し
た
欹
夜

景
の
き
れ
い
な
ホ
テ
ル
ラ
ン

キ
ン
グ
飮
を
発
表
し
た
盜

　
上
位
瀾
軒
は
次
の
通
り
盜

　
１
位
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ

ワ
欟
歉
大
阪
市
歐
欷
２
位
横

浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
欟
ク
ホ
テ
ル

歉
横
浜
市
歐
欷
３
位
パ
ン
パ

シ
フ
檪
蘖
ク
横
浜
ベ
イ
ホ
テ

ル
東
急
歉
同
歐
欷
４
位
ホ
テ

ル
日
航
東
京
歉
東
京
都
港

区
歐
欷
５
位
神
戸
メ
リ
ケ
ン

パ
欟
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
歉
神
戸
市
歐
欷
６
位
ヨ
コ

ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
欟
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
歉
横

浜
市
歐
欷
７
位
稲
佐
山
観
光

ホ
テ
ル
歉
長
崎
市
歐
欷
８
位

六
甲
山
ホ
テ
ル歉
神
戸
市
歐欷

９
位
ル
欟
ク
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

歉
長
崎
市
歐
欷
瀾
位
Ｊ
Ｒ
タ

ワ
欟
ホ
テ
ル
日
航
札
幌
歉
札

幌
市
歐
盜

　
全
国
で
独
立
系
ホ
テ
ル
の

キ
櫺
蘖
シ
欒
バ
蘖
ク
ポ
イ
ン

ト
カ
欟
ド
運
営
を
手
が
け
る

Ａ
カ
欟
ド
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム

歉
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
歐

は
欷
Ａ
カ
欟
ド
を
友
人
に
紹

介
し
入
会
し
て
も
ら
え
る

と
欷
そ
の
友
人
が
宿
泊
す
る

た
び
に
紹
介
者
に
も
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
る
新
サ
欟
ビ
ス

欹
友
達
紹
介
プ
ラ
ン
飮
を
始

め
た
盜
利
用
者
を
拡
大
し
欷

加
盟
ホ
テ
ル
の
利
用
を
促
進

し
た
い
考
え
だ
盜

　
新
サ
欟
ビ
ス
は
灑
月
灣
日

に
開
始
盜
紹
介
者
を
親
会
員
欷

入
会
し
た
友
人
を
子
会
員
と

す
る
と
欷
子
会
員
が
Ａ
カ
欟

ド
加
盟
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た

場
合
欷
客
室
通
常
料
金
の
瀾

％
以
上
歉
割
引
料
金
で
は
５

％
以
上
歐
の
ポ
イ
ン
ト
が
子

会
員
に
発
生
す
る
が
欷
そ
の

発
生
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち
瀾
％

分
が
親
会
員
に
も
付
与
さ
れ

る
盜
親
会
員
は
子
会
員
が
宿

泊
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
る
盜

　
Ａ
カ
欟
ド
は
欷
貯
ま
檸
た

ポ
イ
ン
ト
が
現
金
で
還
元
さ

れ
る
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
盜

利
用
客
に
入
会
金
欷
年
会
費

の
負
担
は
な
い
盜
現
在
の
会

員
数
は
焙
万
５
０
３
３
人
盜

加
盟
店
数
は
ホ
テ
ル
２
８
４

軒
欷
レ
ス
ト
ラ
ン
熏
軒
の
計

３
２
２
軒
盜

　
問
い
合
わ
せ
は
欷
Ａ
カ
欟

ド
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
歉
甘
瀛

・
５
７
５
５
・
５
５
３
１
歐盜

　
世
界
の
観
光
関
連
企
業
で

構
成
す
る
世
界
旅
行
ツ
欟
リ

ズ
ム
協
議
会
歉
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
歐

は
こ
の
ほ
ど
欷
東
日
本
大
震

災
が
日
本
の
観
光
産
業
に
及

ば
ず
影
響
に
関
す
る
リ
ポ
欟

ト
を
公
表
し
た
盜
英
国
オ
ク

ス
フ
櫻
欟
ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ク

ス
に
委
託
し
て
作
成
し
た
分

析
結
果
盜
震
災
か
ら
９
カ
月

が
経
過
し
た
時
点
で
の
状
況

と
し
て
欷
国
内
観
光
欷
国
際

観
光
と
も
に
予
想
を
上
回
る

速
さ
で
回
復
し
て
い
る
と
指

摘
し
た
盜

　
主
な
指
摘
は
欷
機
日
本
の

観
光
産
業
は
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
が
２

０
１
１
年
５
月
に
予
測
し
た

シ
ナ
リ
オ
の
う
ち
欷
最
も
楽

観
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
上
回
る

順
調
な
回
復
を
み
せ
て
い
る

帰
日
本
人
の
国
内
・
海
外
旅

行
は
欷
震
災
前
に
予
期
さ
れ

た
レ
ベ
ル
か
欷
そ
れ
以
上
の

回
復
に
達
し
て
い
る
毅
訪
日

外
国
人
旅
行
は
欷
完
全
な
回

復
に
至
檸
て
い
な
い
が
欷
当

初
予
測
の
ベ
ス
ト
シ
ナ
リ
オ

に
沿
檸
て
お
り
欷
現
在
の
傾

向
が
継
続
す
れ
ば
欷
早
け
れ

ば
２
０
１
２
年
上
半
期
ま
で

に
回
復
に
至
る
と
み
ら
れ
る

盜

　
リ
ポ
欟
ト
は
欷
予
想
を
上

回
る
早
期
の
回
復
の
要
因
に

つ
い
て
欷
欹
震
災
直
後
の
迅

速
な
イ
ン
フ
ラ
復
旧
や
福
島

原
発
問
題
へ
の
対
策
飮
を
挙

げ
る
盜
ま
た
欷
欹
強
い
円
は

日
本
人
の
海
外
旅
行
の
回
復

に
引
き
続
き
貢
献
し
欷
国
内
欷

海
外
で
の
マ
欟
ケ
テ
檪
ン
グ

活
動
は
世
界
中
の
人
々
に
対

し
て
欷
日
本
の
ユ
ニ
欟
ク
さ

を
再
確
認
さ
せ
て
い
る
飮
と

分
析
し
て
い
る
盜


